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あらまし：Kit-Build 概念マップとは，学習者が作成する概念マップの構成部品を全て統一することで学

習者の知識構造を表出させる手法である．本稿では言語活動の理解表出を Kit-Build 概念マップを用いて

構造的に行わせる「構造的言語活動」の提案を行い，構造的言語活動の一つの事例として小学校理科を対

象とした事例について述べる． 
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1. はじめに 

現在の学校教育では平成 23 年度の新学習指導要

領（1）に基づき，国語科目だけでなくあらゆる科目に

おいて言語活動の充実が重要視されている．その目

的としては，「自らの考えを深め，他者とコミュニケ

ーションを行うために言語を運用する」と述べられ

ており，学習者が自身の考えを深めることが重要で

あると明記されている．自身の考えを言語化するた

めには，まず自身の考えを整理し言語化が可能なレ

ベルに明確化することが必要となる．さらに，言語

として外化することで，他者の考えとの比較・差分

抽出が可能となり，学習者自身の考えを修正・洗練

することにつながるといえる．さらには，学習者群

としての理解の共有・深化も期待できる．この言語

活動で用いられる言語は多くの場合自然言語である．

しかしながら理解していることを自然言語で表現す

ることは必ずしも簡単な活動ではない．さらに，表

現の自由度が高いため，自分の表現と他者の表現を

比較することも用意ではないといえる．学習者間の

情報交換を容易にするための表現として Kit-Build

概念マップを用いることを提案する． 

概念マップ（2）とは，概念と概念間の関係によって

事柄を図的に表現する手段である．人の知識構造に

近い形で表現することができることから，マップ作

成者の理解を網羅的に表出可能であるとされる．こ

の概念マップを用いて学習者の理解を評価・共有す

る手法が Kit-Build 概念マップである（3）．Kit-Build

概念マップでは教授者が概念マップを構成するため

に必要な部品を提供し，学習者がその部品を組み立

てることで各自の理解を表現する．学習者全員に同

一の部品が提供されるため，概念マップの重畳や差

分の抽出による自動評価が可能となる． 

本稿では Kit-Build 概念マップを用いた言語活動

の形として構造的言語活動を提案し，小学校理科に

おける授業実践の試みと評価実験について述べる． 

2. Kit-Build 概念マップ 

以下では Kit-Build 概念マップの活動フローにつ

いて述べる．  

2.1 ゴールマップ作成 

教授者は学習者に対して教授したい事柄を概念マ

ップとして事前に表現しておく．この概念マップを

ゴールマップと呼び，学習者が概念マップを作成す

る際に目指すべき正解のマップとする．その後，ゴ

ールマップをノードとリンクの部品集合に分解する

ことで，キットを作成する．  

2.2 学習者マップ作成 

学習者は教授者により作成されたキットを組み立

てることによって，自身の理解状態を概念マップで

表現する．この概念マップを学習者マップと呼ぶ． 

全ての学習者マップは同一の構成部品により構成さ

れているため，他者の作成した学習者マップとの差

分をリンクによる概念間の関係付けの違いとして計

算機によって抽出することができる． 学習者マップ

の作成，及び差分抽出は，他の学習者と議論を行う

際に見せ合うことを想定しているため，持ち運び可

能なタブレット PC上で実装している． 

 

3. 構造的言語活動 

以下ではまず Kit-Build 概念マップが構造表出と

しての言語活動として成立することについて述べ，

その後，構造表出を行うことによる言語活動の有用

性について述べる． 

3.1 言語としての Kit-Build 概念マップ 

本研究では言語を「ある規則に従い，概念及び概

念間の関係を用いて事柄を表現する手段」であると

捉える．一般的な言語としてあげられる自然言語も，

「単語」という概念にラベル付けしたものを自然言

語の規則に従い関連付けることで事柄を表現したも

のと捉えることができる．この考え方に基づき，概
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念と概念間に関係により事柄を構造的に表現する手

段である Kit-Build 概念マップも言語であるとする． 

言語活動を通じて自身の理解の深化や他者との理

解の比較・共有を行わせるためには，活動の中で以

下のプロセスを行わせることが重要であると考える．  

(1)表出過程：自身の理解を言語として表出する． 

(2)差分認識過程：相手の理解との違いを確認する． 

(3)議論過程：理解の違いに対して議論を行う． 

このプロセスの中でも，(1)(2)の過程を Kit-Build 概

念マップを用いて構造的に行わせる言語活動の形態

を構造的言語活動と呼ぶ． 

3.2 構造的言語活動の有用性 

構造的言語活動の利点として，学習者の理解表出

にかかる負担が軽減されることがまず挙げられる．

自然言語を用いて理解の表出を行う場合，学習者は

表出すべき重要な要素を選別する「分節化過程」，選

別された要素を関連付ける「構造化課程」の二つの

過程を行うことになる．それに対し Kit-Build 概念マ

ップでは教授者があらかじめ重要な要素をキットと

して選別しているため，学習者は「構造化課程」の

みに集中して理解表出を行うことができる．これに

より学習者の理解表出にかかる負担が軽減される． 

また Kit-Build 概念マップを利用することのもう

一つの利点として，他者の理解表現との比較が容易

な点である．すべての学習者が同じノードおよびリ

ンクを用いてマップを作成するため，それらの差分

はリンク接続の違いとして容易に抽出することがで

きる．これは，前述の差分認識過程および議論過程

の補助として有効性が期待できる．  

 

4. 構造的言語活動の実践利用 

この章では構造的言語活動を利用した複数の事例

の内，小学校理科の「月の形と太陽」単元を対象と

した事例について述べる．参加者は小学校 4 年生の

2 クラス計 70名である．この授業における Kit-build

概念マップ導入の目的は，構造的言語活動による理

解の表出と認識を支援であり，これを学習者の議論

の様子とマップスコアから確認した． 

4.1 活動の流れ 

教授者は事前に単元の内容のゴールマップを作成

している．ゴールマップを図 1に示す． 

授業開始後，KitBuildEditor でのマップ作成につい

ての簡単な説明を 5 分間程度行いシステムの操作に

慣れてもらった．そして 15 分間で自身の理解を

Kit-Build 概念マップに表現させた．この段階では，

他の学習者との会話は禁じている．その後 10分間を

使い，近くの人と自由に言語活動を行わせた．その

際，議論によって自身の理解が変化した場合は，理

解の変化に合わせて自身のマップを変化させるよう

に指示をした．  

 

 

 

4.2 結果 

学習者間の活動を観察すると多くの学習者が互い

のマップを見せ合い，マップ上に現れた他者との差

分について議論を行っている様子が確認できた．ま

た学習者マップの変化を，言語活動前後，上位・下

位群を要因とする 2 要因分散分析で分析したところ，

図 2 のような結果となり，議論前後で下位群のマッ

プスコアが有意に上昇している． 

この結果から考察できることは，マップを見せ合

いながらの議論によって，自身の理解の表出と相手

の理解の認識が支援され，さらにマップの差分から

理解の差がより明確になることで，児童間で正しい

知識が伝播したということである．従来の手法との

比較や，行われた議論内容の分析も必要ではあるが，

この結果は Kit-build 概念マップによる構造的言語

活動の影響も大きいと考えられる． 

 

5. まとめと今後の課題 

本稿では Kit-Build 概念マップが言語の一種であ

ることについて述べた上で，Kit-Build 概念マップを

用いた構造的言語活動を提案した．小学校理科への

適応事例では議論前後で理解の表出や変化を確認で

きたため，言語活動の表出過程において構造的言語

活動が有効であることを確認した． 

今後の課題として，一般的な授業との比較実験を

行い，理解を構造的に表出させることがどの程度議

論の質・量に影響を与えるのかを検証して行きたい

と考えている．  
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図 1 月の形と太陽のゴールマップ 

 
図 2 言語活動前後のマップスコア 
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